
1996年　平成8 年
1/10あだち広報
第1113 号

● 発行/ 足立区　〒120 足立区千住1・4・18 03( 3882) 1111 ㈹ 編集/ 企画部広報課　FAX3881- 6910

大地 震 の恐 ろしさ
忘れていませんか

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
、
私
た
ち
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、

同
時
に
地
震
の
怖
さ
を
改
め
て
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

れ
は
、
'防
災
に
つ
い
て
考
え
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
一
年
か
過
ぎ
、
地
震
に
対
す
る
心
構
え
も
少
し
薄

れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
、
も
う
一

度
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

火山の噴火や大地屍 ま、人鬨のみん

なの感覚では、長い時間の中で、たま
に起こるめずらしい出来事なんだろう

けど、ポク( 地球) にとっては、くし

ゃみでも するように当たり前のことな

んだよ。そのくしゃみが、みんなには

大きなショッ クをあたえてしまうんで 、

す。本当にごめんなさし丶。

いつまたくしゃみをしちゃうかは、

ポクにもわからないから 、みんなには

改めて「こころ」と「もの」を準貴し

ておいて欲しいなと思ってるんだ。

震
太
く
ん
、
煙
魔
く
ん
も
待
っ
て
い
ま
す

防
災
展
を
開
催

区
で
は
、
足
立
消
防
署
と
と
も
に
防

思
展
「
あ
れ
か
ら
一
年
、
阪
神
・
淡
路

大
震
讌

を
閧
催
し
ま
す
。「
は
し
ご

車
体
験
」
や
起
震
車
「
震
太
く
ん
」、

煙
体
験
の
で
き
る
「
煙
魔
く
ん
」な
ど
、

親
子
で
楽
し
く
参
加
で
き
る
催
し
髦
用

意
し
て
、
皆
さ
ん
夲
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
一
緒
に
防
災
対
策
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
日
時
卜
▽
1
月
1
3

日
王
了
午
前
1
0
時～
午
後
5
時
3
0
分

▽
1
4
日
百
丁
午
前
1
0
時～
午
後
3
時

場
所
H
竹
の
褫
セ
ン
タ
ー

内
容
卜

左
・
下
表
(
防
災
展
の
脾
し
)

防
災
知
識
を
身
に
つ
け
よ
う

防
災
区
民
大
学

地
震
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
に
は
、一
人
ひ
葭
似
一
し
っ
か

n
と
し
た
防
災
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。日
時
・
内
容
等
H

左
・
上
表

場
所
凵
中
央
本
町
庁
舎
4

階
特
別
僉
議
室
(
2
月
1
7日
の
み
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
・
酉
新
井
文
化
ホ
ー
ル
)

定
員
卜
3
0人
(
先
着
順
)

防災展・防災区民大学についての
お問い合わせは
中央本町庁舎
災 害対 策 課 3880- 5011

防
災
展
の
催
し

防災展( 竹の塚センター・玄関ホール等) 13日・14日午前10時～午後4時( 14日は午後3時まで)

※ライフライン……電気・ガス・水道などをいう

防災展( 竹の塚センター・4 階大ホール) 13 日のみ

郷
土
博
物
館
企
画
展

あ
だ
ち
の
旧
家
Ⅲ

―

掃
部
宿
の
高
尾
家
―

シ
リ
ー
ズ
3
回
目
の
今
回
は
、
旧
千

住
宿
の
I
カ
町
掃
邵
宿
(
千
佯
夘
町
)

に
あ
っ
た
旧
家
高
尾
家
岑
テ

ー
マ
に
し

求
す
。宿
場
の
に
ぎ
わ
い
、江
戸
孥
(

奥
と
の
っ
な
が
り
、幕
末
か
ら
明
治
維

新
へ
の
激
動
、近
代
の
足
立
に
関
す
る

さ
恚
容
忍
資
料
が
一
般
公
開
さ
れ
ま

す
。日
時
卜
L
月
1
4
日
A
月
口
日
、

午
前
1
時
～
午
後
i
時
(
入
館
は
t
時

叩
忿
そ
)

休
館
卜
毎
週
月
曜
日
(
た

だ
し
。1
月
1
5
Eと
2
a

皆
ほ
開
館

し
、
翌
日
が
休
館
)

費
用
卜
大
人
2
0
0

円
、小
中
学
生
1
0
0円

※
団
体
(
2
0人

以
占

は
通
常
の
半
『

毎
月
第
呈

曜
日
は
無
料

問
先
日
郷
土
博
物
館

夭
谷
田
5
1
2
0
-
I
』

一一
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

御
用
箱

○ 新たに5 人の行政委員が就任しました○
次の方々が足立区行政委員に就任しました。

選 挙管理 委員( 平成7年12月25日就任)

吉田建典氏(
青井6- 21- 3)

山森秀雄氏(
東和2- 13- 26)

委員 長 職 務 代理
小 久 保雅 捷 氏(
島 根2- 20- 13)

委員長　
杉山秀雄氏(
西新井6- 39- 14)

教 育委員(
平成7 年12月20日就任)

荒井 智恵子氏(
西新井本町2- 21- 3)

◎ 毎月1 日( EXP. ) ・10日・25日発行
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千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111 ㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

2
級
課
程
(
都
共
催
)

旦
霍
f

表
I
Q
こ
お
り
!

£
=
総

合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
(
実
技
の

場
所
は
I
I

求
Σ

対
象
n
l
級
課
程
を
修
了
し

た
後
、
ゑ
肖
早
末
1

ム
ヘ
ル
パ
ー

や
施
設
介
霞
職
尽
と
し
て
働
い
た
(
原

則
と
し
f
に
r違
間
に
よ
同
学
勤
務
)

区
内
在
住
の
万
で

、
講
習
を
舎

糒
受

講
で
き
る
万

臟
息
茲
磑
験
詬
i

奮
一
田
し
て
い
た
だ
霤
豕
茗

定
■
H
4
4

人
<
m

費
R
=
無
料

申

込
H
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、生
年
月

日
、職
業
、電
話
番
号
、ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
等
と
し
て
働
い
た
期
間
・
場
所
・

職
種
、
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パー
X
級
講
習

受
講
希
望
J
A
S
記
期
限
H
1
月
1
9

日
必
着
申
先
卜
千
住
本
庁
舎
・
高
齢

社
会
対
策
課
椎
返
佩
〒
闥
千
住
F
I

4
-
一
比
問
先
H
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

(
3
8
7
0
)
8
8
1

表1　 ホームヘルパー養成講習日程等

※ 2/ 14・16・20のいずれか1 日に在宅介護実習( 7 時間)を行います

高齢者在宅
サービスセンターの

紹介展

日
時
卜
2
月
4
日
亘
、午
前
1
0
時
3
0

分
～
午
後
t
時
場
所
=
£
c
塚
セ
ン

タ
ー

問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者

施
設
運
営
係

表2　高齢者在宅サービ スセンター一覧

〝
ぼ
け〟
な
ん
か
こ
わ
く
な
い

日
時
日
2
月
4
日
亘
、
午
後
L
時～

・
"
f
t
場
所
H

竹
の
罹
セ
ン
タ
ー

内

容
卜
講
演

「
ぼ
け
な
ん
か
こ
わ
く
な

い

」(
講
師
・・・
川
崎
幸
詞
院
副
院
長
・

杉
山
森
傳
氏
)
/

映
画

「
お
て
ん
と
つ

さ
ま
が
ほ
し
い
匚
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
痾

を
譽
つ
薺
に
'
m

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を

向
け
夲
卜
」

費
用
卜
無
料

申
先
卜

表
冫
の
と
お
り

問
先
=
千
住
本
庁

舍
・
高
齢
者
施
設
運
営
係

(親
)医
療
証
を
お
送
り
し
ま
し
た

平
成
8
年
用
の
働
医
療
証
を
W
飴

B
に
発
送
し
黔
‥
y
た
。
ま
だ
、
受
け
取

っ
て
い
な
い
t
ほ
ご
連
輅
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い

方
、
ま
{
ほ
裏
弧
涵
參
提
出
し
て
い
て

も
健
康
保
険
欄
の
記
入
の
な
い
方
等

は
、
医
療
鑒
″
君
晋
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
至
急
裏
溢
覃
提
出
t
£
一
一
、
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
所
得
が
基
準

蠹
嚶
凡
て
い
る
等
で
資
格
の
莎
`
な
り

方
は
、
す
で
に
通
知
を
'
m

じ

黔
‥‘

茅

、
平
成
8
年
は
医
東
証
壹
飛

で

耋
尋
ん
の
で
ご
往
意
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
日
千
住
本
庁
舎
・
児
熏
一一一
療
係

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

高
齢
者
の
就
業
に
つ
い
て
の
出
張
相
談

足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
。
都
・
日
暮
里
高
年
齢
者
就
業
相
談

所
こ
の
合
同
(
衆
人
会
館
冫
ぶ
ま
町

盍
7
)

で
、
出
張
相
談
夲
行
っ
て
ぃ

零
y
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
程
等
H
表
ゑ
y
忽
り
時
間
日
午

前
1
0
時
～
午
後
1
時
(
西
新
井
区
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
は
午
後
t
時
ま
で
)
問
先

卜
足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
(
a
5
9
)

巳
5
6
1

表3　 出 張相談日程
高
齢
者
の
方
へ

住
宅
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

対
象
卜
区
内
在
住
の
6
5歳
以
上
の
方

刄

次
―

高
齢

者
の
み
の
世
帯
/
立
ね
黌
蚤
鷽
れ

て
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

助
成
内
容

卜
住
S
の
つ
廿
ん
/
転
居
一
時
金
※

咄
東
京
都
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
足
立

区
支
部
の
協
力
を
孥
存
つ
て
い
家
y

問
先
H
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者
住
宅
係

年

金

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
時
等
卜
表
4
{
と
お
り

内
容
=
国

民
甼
金
の
し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料

の
畧
弘
方
法
な
ど

※
今
月
の
夜
間
相

談
は
、梅
田
セ
ン
タ
ー
で
町
い
李
y

問
先
U
中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

眥
(
3
8
8
0
)
5
0
Q
y
L

表4　 ねんきん出張相談日程等

2
0歳
に
な
っ
た
障
害
者
の
方
は

「
障
害
基
礎
年
金
」が

請
求
で
き
ま
す

特
別
氾
重
椦
馨
乖
渤
を
尋
吁
取

い
る
万
や
、2
0歳
前
に
初
診
日
の
あ
る

病
気
や
ヶ
が
な
ど
で
a
常
{舌

に
著
し

い
制
限
の
あ
る
障
害
者
の
方
は
、2
0歳

に
な
る
と
「
障
害
系
礎
年
ま

が
請
求

で
罌

チ
(

請
求
は
2
0歳
に
な
っ
た
日

以
降
)
。ま
た
、
障
害
に
か
か
わ
る
初
診

県

涙

前
で
。
羣

年
金
等
に
加
入

中
で
あ
り
、
か
つ
昭
和
6
1年
4
月
1
日

以
前
で
あ
っ
た
た
め
に
、
当
時
の
障
害

庠
生
年
金
等
の
納
付
要
件
で
は
請
求
で

膏
羚
ぶ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
給
付
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、障
害
の
程
度
や
本
人
の
所
得
擧
な

ど
に
よ
ひ
年
參
寡
吁
取
れ
な
い
場
合

も
あ
ひ
豕
y
。問
先
卜
中
央
本
町
庁

舎
・
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
L
6
5

く
ら
し
を
応
援
す
る

ね
ん
き
ん
公
開
講
座

日
時
卜
2
月
9
日
(
金
)
、午
後
F
時
～

零
時
3
0分

場
所
乱
必
狠
セ
ン
タ
ー

※
講
淬
蒭
了
嘸

相
騁
り
蠢
抖
け
ま

す

対
象
卜
区
内
在
住
・
在
助
の
方
1
7

大
西
利
尚
氏
(
社
会
保
険
労
務

恚

定
員
H

沺
人
(

先
量
賑
)

申

込
H

電
話

申
・
問
先
日
中
央
本
町
庁

舎
・
推
進
佩

(
Q
り
8
Q
り
n
‥
w
)
Q
り
n
u
6
l

2
0歳
の
責
任
は

ま
ず
〝
国
民
年
金
か
ら
〟

2
0歳
に
な
忝
と
、
成
人
と
し
て
の
権

利
と
唇
素
生
I

ヂ

。
国
民
年
金
に

加
入
す
眷
y
5
t

の
一
つ
で
す
。
2
0

歳
(
誉
i

莟
む
)
か
ら
6
0歳
ま
で
の

方
は
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
。
共
済

年
金
の
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入

～

年
喬
ほ
単

に
老
後
-

あ
ひ
蓖
尤

。
万
一
、
障
害
者
に
な
つ

た
と
き
や
、
母
子
冢
底
と
な
っ
た
と
き

な
ど
に
は
、
年
金
が
支
給
袞
¥
チ
。

生
涯
に
わ
た
ひ
磴
か
な
恚
笳
で
膏
る

ぷ
コ
に
、
年
金
制
客
茄

入
者
全
貝
が

相
互
に
協
力
す
る
y
」と
で
臈
り
立
っ
て

い
求
f
'。

申
込
H
区
民
事
務
所
ま
た

は
国
民
年
令
驟

問
先
=
f
r央
本
町
庁

舎
・
適
用
佩

(
3
8
e
o
)
5
-
5
1

ね
ん
き
ん
　
6
0歳
説
明
会

日
時
H
I
月
1
6
E
(
火
)
・
1
7
E
(
水
)
、

午
前
1
0
時
と
午
鰻
1
時
の
l
回
受
付

は
即
分
前
か
ら
)
鏖
町
卜
中
央
本
町

庁
舎
絮
・
聖
鬣
室
対
象
日
昭
和
1
1

年
2
月
2
日
～
昭
和
1
1
年
1
月
1
E
生

ま
れ
の
方
(
対
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
H
一
民
年
金
制
度
の
し
く
み
と
受

給
手
続
き
の
説
明
お
よ
び
個
別
相
談

戞
付
順
)

問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
濤
用
佩

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

栄
養
士
(
非
常
勤
)
募
集

対
象
=
栄
養
士
免
l
簒
釼
ち
の
方

内
容
日
学
校
給
食
に
関
す
る
業
務

勤
務
糯
所
H
区
立
小
・
中
学
校
助

務
耒
性
`
f
凋
で
‘
日
(
3
0
時
間
程
度
)

勤
務
/
採
用
は
t
月
I
R
以
降
/
有

休
・
社
保
有
り

定
員
=
s
0
人
程
度

選
考
H
筆
配
・
面
接
等
自
程
は
梭

吁
通
知
)
申
込
卜
皀
筆
の
滯
歴
書

を
面
接
窓
口
に
持
参
、
家
政
屍
送

期
限
=
1
月
3
1
吁
必
I
申
・
問
先

日
千
住
本
庁
舎
・
攣
翕
課
〒
跏
千

住
F
-
4
1
1
8

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

続
・
差
別
を
な
く
す
運
動
…
(
1
)

水
平
社
の
創
立
は
、
長
い
間
譱
別
に
I

に
力
ζ
男

気
を
与
え
、
自
主
解
放
の
禀
り
り
と
、

各
地
で
ぞ
ぐ
ぞ
ぐ
と
水
平
杠
の
支
部
が

結
成
さ
れ
ま
レ
た
。

創
立
大
会
の
F
年
あ
ま
り
の
間
に
、

亰
鮃
罘
―
府
2
1
県
で
鷆
余
の
水
平
社

が
で
き
、
大
正
1
3
年
に
ほ
聊
余
に
、
そ

し
て
翌
1
4
年
に
は
、
令
国
で
7
0
0
余
に
の

ぼ
v
y
レ
だ
。

水
平
連
励
が
、
部
落
解
放
の
な
め
に

と
っ
た
戦
術
の
第
一
は
大
会
の
決
議
に

あ
る
ぶ
冫
に
、
篇
認
i

勣
に
対
す
る

「
徹
底
的
糾
弾
」で
」た

。

水
平
社
が
糾
弾
し
た
差
別
事
件
は
。

大
正
1
1年
が
吁
で
6
0件
夲
凾
え
、
翌
1
2

年
に
は
全
国
で
干
Ⅲ
余
件
に
な
り
ま
し

た
。糾

弾
闘
争
は
、
初
め
は
幸
と
し
て
個

人
に
向
け
負
‥て
い
声
レ
た
が
。
大
正

末
期
に
な
る
と
官
庁
、
軍
隊
、
警
察
ほ

か
。公
的
機
関
や
代
表
者
に
向
け
て
行

わ
れ
る
ぶ
冫
に
な
っ
た
の
で
f
'。

軍
隊
に
お
け
る
、
蔗
別
の
糾
弾
の
I

つ
の
例
と
し
て

、
福
同
漆
啄
の
荵
別
事

件
が
あ
げ
5
9

チ

。

大
正
1
5
年

、
福
岡
の
歩
兵
連
隊
内
で

差
別
事
件
が
起
き
、
水
平
社
で
は
、
連

隊
本
部
を
糾
弾
す
X
な

か
で

、
連
隊
か

ら
涼
別
を
な
ぐ
す
χ
だ

め
の
講
演
会
を

開
く
'
y

蔘
嬰
求
。連
隊
側
も
一
旦
は
、

そ
の
約
東
を
し
な
が
ら
。実
際
に
は
約

東
奮

贊

絢
し
た
の
で
す

。
そ
れ
に
対

し
て
水
平
籵
ほ

、
福
岡
連
隊
へ
の
入
隊

拒
否
や
I

醤

名
運
駟
硲
刄

枩

く
展
開
X
M
&

。に一足

。

○
同
和
問
題
に
孥

ゑ

問
い
4
わ
せ
は

。

本
庁
舍
・
同
和
対
策
担
当
へ

☆ひろば　「アンサンブルフレッド( ギターサークル) 」　月3回( 水曜日) 、午後7時～9時/竹の塚センターほか/　
初心者歓迎/ 月額4, 000円/ 日原 　3884- 4757
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健

康

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査
(
無
料
)

□
消
化
蒭
が
ん
検
診

内
容
i
診

対
象
卜
3
5
綟
以
上
の
区
民
期
限
=
2

月
に
受
診
を
希
單
I
芳
は
F
月
2
0
a

※
胃
奎
眤
r
だ
方
、
冐
の
病
気
で
治

簟
中
の
万
、
妊
粐
に
‥
'
て
い
i
と
胆
わ
れ

る
万
は
辱
諺
で
s
ま
廿
ん

□
女
性
の
か
ん
検
診

内
容
―
ぶ
ん
、
子
宮
が
ん
の
阜
期
発

見
の
た
め
の
検
診
で
y
対
象
泯
J
歳

以
上
9

袿
区
民

場
所
n
区
内
実
施

医
療
機
関

受
珍
日
H
受
鯰
蔡
の
指
定

期
間
内
に
受
觝
医
療
機
関
と
相
談
の
う

ぇ
受
診

□
成
人
健
康
珍
s

内
容
卜
血
液
や
尿
、
必
費
に
S
じ
て
心

電
図
の
検
査
弱
g
雪
行
い
、
心
臓
、
肝

臓
、
に
瓦
臓
の
同
気
や
鎮
尿
『
高
血

圧
、
高
脂
巓
屁
等
に
つ
い
て
調
べ
求
y

対
象
Ⅱ
4
0歳
以
上
6
4鎭
(
S
&
n
H
H
'

月
1
筵
蛋
R

以
降
)
以
下
の
区
民

糯
所
卜
区
内
実
篦
医
顰
機
関

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番

号
、
検
診
名
盈
明
記
。
受
黯
I
冫
差
丙

を
芻
送
n
じ
畧
こ
湯
云
1
年
以
内
に

区
の
同
種
-

毒
歹
)
盜
花
戳
ん
鰓
哩
、
表

井
妬
所
(
第
1

希
葷
ま
で
)
も
明
記
申
・
問
先
卜
千

住
杢
7
舍
・
保
健
予
防
係
一
T
1
2
0
千
住

1
1
4
-
旧

表5　 消化器がん検診日程
保
健
大
学

〝い
き
い
き
暮
ら
す
〟

人
生
8
0
年
、
こ
れ
か
ら
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
を
?
凡
て
い
く
た
め
の
健
蹶
つ
く

ひ
講
嘱

曇

。

日
時
等
=
表
s
:
<
o
q
a
j

お
り

対一
占
良
一在
住
・
在
勤
の
方

で
、
全
回
受
講
で
き
る
方

定
S
H
4
0

人
(
先
着
順
)

茸
'
暃
無
料

申
込

日
電
話

場
・
申
・
問
先
艮
胥
葆
健

所
　
(
3
8
5
b
)
4
1
Q
V
L

表6　 保健大学 〝いきいき暮らす
〟
日程等

※ いずれも木躍日、睹娵ま午後l l 匏a分～3m。また、各囘ともグJ レープ　ワー-クカ泌ります

慢
性
疲
労
を
防
ぐ
た
め
の
栄
養
教
室

日
時
=
h
k
:
2
4
日
(
水
)
心
甘
丞
、

午
後
U
默
芬
廴
&
恥
分
対
象
日

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

内
容
=
1

日

目
…

筮
秘

だ
め
な
い
賢
い
食
事
学
と

は
(

調
理
実
演
・
試
食
)
/
2

日
目
・・・

ス
ト
レ
ス
に
勝
つ
疲
労
回
復
体
操

定
S
u
3
0

人
(
先
肴
順
)

費
用
=
無
料

申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先
日
東
和

保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

健
康
セ
ミ
ナ
ー
「
定
年
を
む
か
え
た
ば
か
り

の
方
、も
う
す
ぐ
定
年
を
む
か
え
る
方
へ
」

目
猛
i
表
7
り
と
お
り

時
間
卜
午

浚
1
時
3
0分
卜
&
時
叩
分

場
所
H
青

年
セ
ン
タ
ー

対
象
日
原
則
と
し
て
全

回
参
加
で
き
る
万

定
*
=
S
K
(

先

着
順
)

費
用
卜
無
料

申
込
日
電
話

申
・
問
先
=
江
北
保
健
相
鮫
所

(
3
1
)
4
0
0
4

表7　 健康セミナー日程等

※ いずれも水曜日、時間は午後6畤30分～B畤30分

「
潰
瘍
性
大
腸
炎
」

交
流
会

検
査
や
治
療
、
牛
活
の
y
整
'″な

ど
。

一
-

て
み
ま
{

尤

か
。

日
時
H
L

白
M

旦

水
}
、

午
後
L

時
3
0
分
ト
ー
時

対
象
=

潰
瘍

空
(
腸
炎
の
方
と
そ
の
家
族
の
方

申

込
H
電
話

場
・
申
・
問
先
n

江
北
保

儺
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

国

保

1
～
3
月
分
の
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

一
民
健
康
保
険
料
」L
I
月
分
の
納

付
一
を
、L
a
w
口
に
郵
送
し
毒
y
。

今
年一

憚
険
料
完
椚
世
帯
と
口
座
振
謦

利
用
世
帯
に
は
、
国
語
ま

り
を
L
月

2
4
Eに
郵
送
」iチ

。
問
先
以
盂
(

本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

募

集

上
総
湊
健
康
学
園

8
年
度
入
園
説
明
会

年度
ド蘊
爨
矚
膜廡幽
入圜児・

を
募
笋
に‘て
い
求
す
。
お
子
さ
ん
の
健

康
回
復
・
増
進
を
?
凡
て
い
る
保
護
者

の
方

は
、
ぜ
ひ
獸
哨
会
へ
お
越
し
く
だ

さ
い

。

日
時
卜
1
月
勞
℡

王
)
、午

後
l

時

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
y

に
p七

科
学
館
―
階
研
修
室

対
象
=

現
在
小
学
e
g
―
i
r
>年
生
で

、
ぜ
ん
息
・

肥
満

偏
食
-

保
霞
者

内
容
H
健
愿
i

の
教
師
、

保
母
等
が
、
ビ
デ
オ
な
ど
を
昃
い
、
学

―

問
先

千
住

本
庁
舎
・
校
外
学
園
係

建
設
工
事
等
の
競
争
入
札

参
加
資
格
申
請
の
追
加
受
付

平
成
8
年
度
に
、区
の
発
注
す
る
建

設
工
事
等
の
競
争
(
札
に
参
加
を
希
望

す
る
方
は
陬
脾
し
て
ぐ
だ
さ
い
。日

時
Ⅱ
Z
々
邑
F
9
日
、午
前
1
時
3
0

分
～
午
後
t
時
£
午
卜
午
後
F
時
を

除
く
)

場
所
H
千
住
本
庁
舎
■
甲
入

札
室

申
請
用
紙
H
東
京
都
財
務
局
指

定
用
紙
(
都
庁
第
冫
本
庁
舎
F
階
・
東

京
都
弘
済
会
X
歃
充
)

問
先
日
千
住

本
庁
舎
・
契
約
第
一
係

学
童
保
育
室8

年
度
入
室
児
童

対
象
卜
児
童
…
‘
角
か
ら
小
学
L
λ
a

年
生
に
な
る
テ
佩
/
保
霞
者
:
働
い
て

ぃ
た
り
、
病
気
な
ど
の
た
め
に
授
業
終

了
良
の
子
供
の
面
倒
を
み
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
定
S
H
各
保
育
室
邨
人
　

(
一
部
定
員
の
異
な
る
保
育
靈
が
あ
ひ

ホ
y
)
費
用
卜
子
供
よ
に
2
月

額
丿
千
鶇
円

申
込
H
申
請
書
、
家
庭

状
況
票

、
勤
務
証
明
謇

簒

鑵

夏

葆

育
蜃
に
提
出

。
用
紙
は
各
葆

育
靈
に
あ
n

乖
"

期
限
=
1

月
1
9
日

問
先
卜

中
央
本
町
庁
舎
・
学
童
葆
育
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
1
1

中
央
本
町
庁
舎
・
指
導
相
談
係

(
q
χ
u
口
u
O
)
″
`
u
I
Q
り
n
a

保
育
園
児

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
等
の

翠
田
に
よ
n
乳
幼
児
の
保
育
が
で
き
な

い
方
の
た
め
に
、
福
祉
事
務
所
刄
瞎

時
保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
請
を
鷽
け

付
け
て
い
李
y

宰
齢
に
よ
っ
て
啄
2

觜
か
な
い
場
合
が
あ
2

チ
)
。な
お
、

保
護
者
の
転
動
・
転
居
等
に
よ
り
転
園

奮
晢
罟
れ
る
万
も
申
請
が
必
要
と
な
n

汞
歹
。

申
・
問
先
悲
冐
轄
の
偈
秕

事
務
所
(
表
8
)

表8　 福祉事務所一覧

生

活

環

境

用
途
地
域
・
地
区
の
見
直
し
に
と
も
な
う

都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す

次
の
都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま

す
。
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る
方

は
。
縦
覧
期
間
中
、
都
知
事
ま
た
は
区

長
に
対
し
て
意
見
!
i

田
t
9

苫

が
で
罌

ヂ

。

①
柬
京
都
市
計
画
市
街
化
区
域
お
よ
び

市
街
化
調
整
区
塚
・
用
途
地
域
(
東
京

都
決
定
)

区
域
=
東
京
都
羲

e
東
京
都
市
計
画
高
度
地
区
、
防
火
・

準
防
火
地
域
、
特
別
工
業
地
区
(
足
立

区
決
定
)

区
域
卜
足
立
区
令
域

③
東
京
都
市
計
画
地
区
計
画
(
足
立
区

決
定
)

区
域
卜
足
立
区
小
台
一
T
a
祁
ぶ
ぴ
小

台
二
■
只
x

瓱
内

―

い
ず
れ
も
。卜

期
間
日
L
月
1
9
R
F
2
月
2
日
縦
x

場
所
・
意
兄
s
提
出
先
卜
千
住
本
庁

舎
・
都
市
計
画
係
(
①
の
婁
`
一
の
提

出
先
ほ
都
・
都
市
計
回
課
)

問
先
川

千
―

陟

舍
。都
市
計
画
係
、
ま
ち
づ

く
n
課
事
業
第
一
係

水洗化が
可能に

なりました

表
9
の
地
域
忿
颱
化
が
可
能
に
な
{
¥
C

た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
日
下
水
逎
局
小
i
u
f
c
i

(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
賢
あ
2

尤
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
卜
中
央
本
町
庁

舎
・
助
威
係

(
3
8
日
0
)
5
n
c
0
8

表9　 水洗化可能地域

郵
便
局
で
も
口
座
振
替
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

y
れ
ま
で
住
民
税
。
国
民
健
康
保
険

料
、
一
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替

は
、
郵
便
局
以
外
の
金
融
機
関
で
し
か

で
詈
眷
ん
で
し
た
。
4
月
か
ら
は
、

ど
'
」
の
郵
便
局
で
も
口
唇
蓉
が
で
き

る
ぶ
つ
に
な
る
予
定
で
y
。
便
利
で
安

心
な
口
唇
暮
煢

ぜ
ひ
ご
利
用
ぐ
だ

さ
い

。

問
先
日
住
民
税
・・・納
税
課
　
(
3
8
8
0
)
5
1
0
1

国
民
健
康
保
険
料
・・・
国
民
健
康
保
険
課

(
3
8
8
0
)
5
1
3
3

国
民
年
金
保
険
料
…
国
民
年
金
課

(
3
8
8
0
)
5
1
n
D

・
―

※
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
で
y

掲
示
板

□
税
務
一
ア
ル
バ
イ
ト
募
s

対
象
日
高
校
生
以
上
の
方

期
間
卜
2

月
1
日
r
3
月
3
1日
(
土
・
日
・
祝
E

蚩
隊
く
)

申
・
問
先
=
足
立
税
務
署

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署

(
3
8
4
0
)
1
1
I
I

□
無
料
法
律
相
談

日
時
H
I
苡
官
壬
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
1
時
場
所
日
都
内
の
法
律
事

務
所
叩
刀
所
内
容
H
覃
既
に
関
す
る

も
の
/
不
動
産
に
関
す
夂
髟
の
/
損
害

賠
償
に
関
す
夂
y
も
の
/
そ
の
他
※
相

談
時
間
は
L
人
3
0
～
6
0
分
で
す
申
込

=
―
月
1
8
a
の
午
前
1
0
時
～
午
後
t
時

に
電
話
予
約
(
申
込
多
蔡
と
犀
娑

付
を
啼
め
切
る
冫

呉
一
あ

ひ
豕
Σ

予
約
受
付
番
号
卜

(
3
5
9
3
)
9
6
9
9
問
先
卜

辯
法
律
扶
助
協
会
東
京
都
支
部
事
務
局

廿
(
Q
S
D
Q
u
O
)
n
r
・
`
O
Q
y
I

□
最
低
資
本
金
ク
リ
ア
緊
急
S
話
無

料
相
談
(
東
京
司
法
書
士
会
主
催
)

日
時
日
λ
H
ら
甘
、午
前
1
0
時
～

午
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国保指定保養施設

※料金は、平日( 1 泊2 食) のもので契約料金から助成金・
大人3, 0001円を引いた金額です
※区民事務所、文化・スポーツ公社では申し込みできませ
ん。ご津讎ください
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ひとり
で悩んでいませんか

●教育相談 ●
□ 面接相談

日時鍖凋月～金曜日( 祝日を除く) 、

午前9時～午後5時申込=電話● ・

申 ・問先= 教青研兜所B3859 ―9531

綾瀬分室03838- 3588
鹿浜分室113856- 7735

□ 電話相談
日時=毎週月～金曜日( 祝日を除く) 、

午前9時～午後4時30分相談電話=教

育研究所　3884 ―7867

教育研究所の臨時休館
館内殺虫消毒と設備点検作業のため、1

月27日( 土) ・28日( 日) は臨時 休館し ま

す。 問先= 教育研究所　3850 ―8801

情 報コーナー
6 月1 日オープン
新庁舎ホール

利用申し込み受付開始

ご利 用Sこは一・走 の制限があ り ます。く わし くは 耄嫻1い 合t冫せく
ださ い。 千a Ξ本 庁舎 ・総 務m03882 ―1111 ㈹
コミ ュニテ ィ文化・スポ ーツ公社 ・文化S 業 課　5242- 8161

女性総合センターの催し
□ 外国人の方をご紹介ください
日本語を教えます
日本語の日常会話にお閑りの方

に初歩からお教えします。またこ

のような方をご存じの方はご紹介
ください。日時=2月6日～3
月12日の毎週火曜日、午後6時30
分～8時3ひ分申込=電話
□ 男性改遣講座-「女性の時代」
を 生きる男たちの今とこ れから 一
今回から女性の方も参加でき ま

す。日程・内容=下表時間=
午後7時～9時対象=区内在住
・在動の方定員=男性30人、女性

10人( 抽選) 申込=往復ハガキに
住所、氏名( フリガナ) 、年齢、電
話番号、希望理由、「男性改造講
座」と明記期限=1月18日必着
――いずれも――
費用=無料場・申・問先=女性
総合センター 〒123 梅田7- 33- 1　3880

―5222

男性改造講座　「女性の時代」を生きる男たちの今とこれから

※ いずれも木羃日。※ メンズリプ東京…男性周題を考える団体　
パスポートm よる自主グノト プ

ビーチボールバレー親睦交流会
日時=2月25日( 日) 、午前9時～
午後5 時 場所= エル・ソフィア

参加資格=5 人以上、6 人以内の
選手でチームを構成し 、次の要件
を満た すこ とC> 女子チーム ①
各選手が4(臟 未満のチーム/ ②各
選手が40歳代 のチーム/ ③各選手

が5(蔵 以 上のチームC> 男子チ ー
ム ①各選手力M5歳禾満のチーム/

②各選手力M5歳以上のチーム
※ 年齢 がその該当年齢以上の場合
は下の年齢 のチームに参加可( 例: 54

歳 の女性 は②の40歳代のチー
ムに 参加でき る) 。また、現在ビ

- チボールバレ ー凛厦に瞽鰻し て
いる人やバレ ーボールの選手とし
て活躍し ている方はご遠慮くださ
い 定輿=60 チ ーム( 先老訓屓)

賦合方法= 各チームの参加数によ
り 決 定 費 用=1 チ ー ム1, 500P3
申込= 申込書に必 要事項を記入し

参加費を添え て直接窓口へ( 甎4笑
不 可) ※ 申込書は体育館のあ る
公社旅設と千住本庁舎・体育課に

あります 受付開始=1 月11日
申・問先= 千住本庁舎・体育振輿
佩　3882 ―1111㈹

ボランティア講座
～あなたも体験してみませんか?～

「障害のある人たちの困っている

ことって、どんなことだろう?」
実際にあなたも体験してみません
か。きっと良い経験になります
よ。日時=1月27日( 土) 、午後
1時～3時30分内容=講演と体
験( 車いす等) 申込= 電 話 場・

申・問先= 西部障害福祉総合セン
タ ー　3853 ―0632

荒川シンポジウム
～荒川の自然と空間、

その保全と利用をめぐって～
日時=1月20日( 土) 、午後1時～
5 時( 午後O 時30分より受付)
柵所= ギ ャラクシティ 内容= 基
調講演 「荒川の開削 とその果たし
た役割」宮村忠氏( 関東学院大学

教授) / パネルデ ィスカ ッション
ほか 問先= 中央 本町庁舎・土木
部計画調整課　3880 ―5201

足立区スポーツ指導員養成講習会「共通科目」
共通科目と専門科目( 別途閲催)

の試験に合格した方は足立区公認
のスポーツ指導貝とし て瞽録でき

ます。 日程等= 下表 柵所= β
講義… 教育研究所 冫 実技 …総合
スポーツセンター 対象= 灣2(蔵
以上で、現在スポーツ指導を 行っ
ている方または指導者を目指す方

定員=70 人( 抽選) 費用= 無料

申込= 往復ハガキに住所、氏名( フ
リガ ナ) 、年齢、性別、電 話、ス

ポ ーツ種目、所 属団体名、rスポ
ーツ指 導員 養成 講 習会r 共通 科
目』希望」と明記 期限=1 月25
日必着 申・問先= 千住本庁舎・
体育振興係 〒120 千住1- 4- 18　3882- 1111

㈹

スポーツ指導員養成講習会 ※講…講義　実…実技

※ 時間はいずれも午後7時～9時

子育てセミナー
おじい ちゃ ん、おばあ
ちゃんと のいい関係
何事も孫かわいさゆえのこと。

とわかってはいても、育児やしつ
けをめぐり、時には気まずい思い

をしたりするもの。そんなママた
ちの立場もよ～く知っている゛じ～
じ、ぱ～ぱ″ の話を闃いてみま
せんか。日時=1月18日・25日、
いずれも木曜日、午前1( l 縟～正午
対象= 幼児のいるお母さん 費用=

無料 申込= 電話 ※ お子さん
の保 育をし ま す( 定 員15人) 。お

問い合わせください 場・申・問
先= 青年センタ ー　3890- 0061

成人の日の集い
日時=1月15日( 祝) 、午後1時30
分( 午後O時30分から受付) 場
所=東京武遭館対象=昭和50年
4月2日～51年4月1日生まれの

方( 案内状をお 持ちくだ さい) ※
自動車での来場はご遠慮ください
問先= 千住本庁舎・青少年課蘭整
係　3882- 1111 ㈹

みつけてほしいあなたの生涯学習

生涯学習情報ダイヤル

あなたが揀している講座や イベ
ント について区内情報を中心に、

電話でご 案内し ます。「何か始め

、たい… 」そう 思ったときから 始ま

る学びのスト ーリー。まずはこの

ダイヤルから 始めまし ょう。

● ダイヤル開設期間
3 月10 日 までの毎日( 2
月25日・26日を除く)

午前10時～午後5時
3605- 7181( 生涯学習館)

「あだち広報」は再生紙を使用しています Hi . H. 240, 000


